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Abstract  An image processing system with a FPGA has been developed. the system has the following functions.1) BMP 
images taken with a digital camera and stored in a PC are transferred to a SDRAM on a board including a FPGA 
through a PCI bus.2) Two images are read from the SDRAM and are processed by background subtraction method in 
the FPGA, and the resulted image is stored into the SDRAM.3) The result image are transferred to the PC via a PCI 
bus, and displayed. 
  Processing time of background subtraction with the FPGA and with a software in a PC has been compared, and 
found that the former is several times faster then the latter.  




 １・１ FPGA 
 FPGA は、「Field Programmable Gate Array」の略であ
り 1985 年にザイリンクス社により生み出された書き換




















†       愛知工業大学大学院 工学研究科（豊田市） 
††     愛知工業大学 工学部 電気工学科（豊田市） 
 





MIPS アーキテクチャを用いた CPU を FPGA で設計[1]
し、また同研究室 2005 年卒の森川はプログラムを













            




作する理由から SDRAM を使用する。(SDRAM コントロ
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 ２・１ SDRAM コントローラ 
 
  ２・２・１ RAM 













して動作するように改良された DRAM を表す。 
 






 表１ SDRAM コントローラ設計仕様 
   
 図 2 に SDRAM コントローラ状態遷移図を示す。
SDRAM は電源投入直後は論理状態が不明であり、正常
な動作を保障するためには初期化を行う必要がある。今







































































図２ SDRAM コントローラ状態遷移図 
 
 ２・２ PCI コントローラ 
 
  ２・２・１ PCI 設計規格 
 PCIの特徴としてはパラレル転送方式で32bitのデータ
幅を持つ、動作周波数が 33MHｚで 132MB/S のデータ転




















 図３ PCI コントローラ全体図 
 






















ナルを受け取ると ACC_COMPLETE に移行し TURN_ 
AROUND でドライブの切り離しを行う。 
 











  ２・２・４ コンフィグレーション空間 








 ２・３ 演算コントローラ 
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れば Windows のドライバとしての認識が完了する。 
 
図７ WinDriver アーキテクチャー 
 
 ４・２ 画像処理ソフト 
 Windows からデバイスドライバにアクセスするソフト
開発に『Microsoft Visual C++Version6.0』を使用する。 






















 ５・１ 論理合成結果 
 QuartusⅡで設計した SDRAM コントローラ、PCI コン
トローラ、演算コントローラ及び全体の論理合成結果を以
下に示す。対象デバイスは ALTERA FPGA Stratix 
EP1S10F780C7ES である。表２にはそれぞれ単体のロジッ
クセル数、レジスタ数を示す。表３には全体の論理合成結


























    






   








験パソコンスペックは CPU  Pentium4  3.2GHz、メモリ
1GB である。比較結果を表 5-3 に示す。比較するとソフト
ウェアよりハードウェアの方が処理速度が速い事がわか
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ソフトウェア ハードウェア
320×240 45ｍｓ 24ｍｓ
640×480 173ｍｓ 98ｍｓ
800×600 244ｍｓ 165ｍｓ
1024×768 352ｍｓ 251ｍｓ
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